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問 お問い合わせ先　申 お申し込み先　提 提出先

担 担当課

特
別
児
童
扶
養
手
当
・
障
が

い
児
福
祉
手
当
・
特
別
障
が

い
者
手
当
の
申
請

【
①
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

●
対
象
／
心
身
に
中
度
か
ら
重
度
の

障
が
い
が
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方

●
月
額
／
１
級 

５
１
，
４
５
０
円

　
　
　
　

２
級 

３
４
，
２
７
０
円

＊
児
童
が
施
設
入
所
中
の
場
合
は
受

給
で
き
ま
せ
ん
。

【
②
障
が
い
児
福
祉
手
当
】

●
対
象
／
重
度
の
障
が
い
の
状
態
に

あ
る
た
め
、
日
常
生
活
で
常
時
の

介
護
を
必
要
と
す
る
児
童

●
月
額
／
１
４
，
５
８
０
円

＊
児
童
が
施
設
入
所
中
の
場
合
は
受

給
で
き
ま
せ
ん
。

【
③
特
別
障
が
い
者
手
当
】

●
対
象
／
20
歳
以
上
の
方
で
心
身
に

著
し
く
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
た

め
、
日
常
生
活
で
常
時
特
別
の
介

護
を
必
要
と
す
る
方

●
月
額
／
２
６
，
８
１
０
円

＊
施
設
入
所
、
も
し
く
は
３
か
月
以

上
継
続
し
て
入
院
、
入
所
中
の
場

合
は
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

【
①
②
③
共
通
】

●
い
ず
れ
の
制
度
も
所
得
要
件
が
あ

り
ま
す
。

●
各
手
当
の
月
額
は
、
４
月
か
ら
の

支
給
額
で
す
。

問

申

福
祉
推
進
課
（
☎
21

６
９
５
９
）
、

各
支
所
福
祉
担
当
課

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

の
減
免
申
請

●
次
の
よ
う
な
用
途
に
使
わ
れ
て
い

る
固
定
資
産
の
う
ち
、
賦
課
期
日

（
１
月
１
日
）
に
一
定
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
も
の
は
、
申
請
さ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
の
減
免
を
受
け
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

①
２
軒
以
上
が
共
同
で
利
用
す
る
道

路
ま
た
は
用
悪
水
路

②
集
会
所
と
し
て
使
用
し
て
い
る
固

定
資
産

●
申
請
期
限
／
各
納
期
限
ま
で
（
減

免
申
請
さ
れ
た
日
以
後
の
納
期

分
の
税
額
が
減
免
対
象
と
な
り

ま
す
。
）

問

申

資
産
税
課
（
☎
21

６
６
６
７
）

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

●
自
分
が
所
有
す
る
（
借
り
て
い
る
）

固
定
資
産
の
価
格
（
評
価
額
）
等

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
閲
覧
期
間
／
４
月
３
日
㈪
〜
平

成
30

年
３
月
30

日
㈮
（
閉
庁
日

を
除
く
）

●
閲
覧
場
所
／
資
産
税
課
、
各
支
所

税
務
担
当
窓
口

●
対
象
者
／

①
出
雲
市
に
固
定
資
産
（
土
地
・
家

屋
・
償
却
資
産
）
を
所
有
す
る
方
、

ま
た
は
所
有
す
る
方
と
同
一
世

帯
の
親
族

②
納
税
管
理
人

③
出
雲
市
に
土
地
・
家
屋
を
所
有

す
る
方
と
そ
の
固
定
資
産
に
つ

い
て
賃
貸
借
契
約
を
結
ん
で
い

る
方

④
破
産
管
財
人
等
、
固
定
資
産
を

処
分
す
る
一
定
の
権
利
を
有
す

る
方

※
こ
れ
以
外
の
方
の
場
合
、
①
は
所

有
者
の
、
③
は
契
約
者
の
委
任

が
必
要

●
持
参
品
／
本
人
と
確
認
で
き
る

も
の
（
運
転
免
許
証
、
個
人
番
号

カ
ー
ド
等
）

※
③
の
方
は
契
約
書
、
④
の
方
は
破

産
管
財
人
等
で
あ
る
こ
と
を
証

明
で
き
る
も
の
。
委
任
を
受
け

た
方
は
、
委
任
者
の
自
筆
押
印

に
よ
る
委
任
状

●
手
数
料
／
閲
覧
、
台
帳
の
写
し
の

交
付
は
１
件
３
百
円
（
納
税
義
務

者
お
よ
び
年
度
ご
と
に
３
枚
ま

で
を
１
件
と
し
、
以
降
３
枚
ま

で
増
す
ご
と
に
１
件
を
加
算
し

ま
す
。
）

※
４
月
３
日
㈪
〜
５
月
31
日
㈬
の
閲

覧
は
無
料

問

資
産
税
課
（
☎
21

６
６
６
７
）

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
の
縦
覧

●
自
分
の
資
産
だ
け
で
は
な
く
、

他
の
土
地
・
家
屋
の
価
格
（
評

価
額
）
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
（
写
し
の
交
付
は
行
い
ま

せ
ん
。
）

●
縦
覧
期
間
／
４
月
３
日
㈪
〜
５

月
31
日
㈬
（
閉
庁
日
を
除
く
）

●
縦
覧
場
所
／
資
産
税
課
（
市
内

全
域
分
）
、
各
支
所
税
務
担
当

窓
口
（
当
該
地
域
分
の
み
）

●
対
象
者
／
出
雲
市
の
固
定
資
産

税
の
納
税
者
、
納
税
者
と
同
一

世
帯
の
親
族
、
納
税
管
理
人
、

納
税
者
か
ら
委
任
を
受
け
た
方

●
持
参
品
／
本
人
と
確
認
で
き
る

も
の
（
運
転
免
許
証
、
個
人
番

号
カ
ー
ド
等
）

※
委
任
を
受
け
た
方
は
、
納
税
者

の
自
筆
押
印
に
よ
る
委
任
状

問

資
産
税
課
（
☎
21

６
６
６
７
）

公
共
下
水
道
お
よ
び
農
業
集

落
排
水
施
設
供
用
開
始
区
域

の
縦
覧

●
公
共
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水

施
設
（
阿
宮
地
区
）
の
供
用
開
始

区
域
を
示
す
図
書
の
縦
覧
を
し

ま
す
。

●
縦
覧
期
間
／
４
月
３
日
㈪
〜

●
縦
覧
場
所
／
上
下
水
道
局
下
水

道
建
設
課

問

下
水
道
建
設
課（
☎
21

２
２
２
８
）

路
線
バ
ス「
三
刀
屋
出
雲
線
」

の
平
日
便
の
増

●
４
月
か
ら
、
路
線
バ
ス
「
三
刀

屋
出
雲
線
」
の
平
日
便
を
１
往

復
増
便
し
ま
す
。

●
増
便
時
刻
／
Ｊ
Ｒ
出
雲
市
駅
発

（
６
時
発
）
、
三
刀
屋
バ
ス
セ
ン

タ
ー
発
（
19
時
15
分
発
）

●
現
在
運
行
し
て
い
る
便
の
時
刻

に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問

㈲
谷
本
ハ
イ
ヤ
ー（
☎
22

５
４
１
１
）

（
担

交
通
政
策
課
）
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平
成
29
年
度
奨
学
生

【
奨
学
金
貸
与
制
度
】

【
出
雲
市
奨
学
金
】

●
対
象
者
／
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
も
し
く
は
高
校
に
在
学

（
４
月
１
日
時
点
）
の
方
で
、
次
の

全
て
に
該
当
す
る
方

①
学
業
優
秀

②
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難

③
奨
学
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
ま

た
は
そ
の
保
護
者
が
３
年
以
上
市

内
に
住
所
が
あ
る
方

●
貸
与
額
／

　

大
学
、
高
等
専
門
学
校･

専
修
学

校
﹇
専
門
課
程
﹈
：
月
額
４
万
円

　

高
校
、
高
等
専
門
学
校･

専
修
学

校
﹇
高
等
課
程
﹈
：
月
額
１
万
５
千

円
●
募
集
人
数
／

　

大
学
、
高
等
専
門
学
校
・
専
修
学

校
﹇
専
門
課
程
﹈
：
10
名
（
予
定
）

　

高
校
、
高
等
専
門
学
校
・
専
修
学

校
﹇
高
等
課
程
﹈
：
５
名
（
予
定
）

【
高こ
う
の
れ
い
い
ち

野
令
一
育
英
奨
学
金
】

●
対
象
者
／
大
学
も
し
く
は
専
修
学

校
・
各
種
学
校
﹇
看
護
師
等
養
成
課

程
﹈
に
在
学
（
４
月
１
日
時
点
）
の

方
で
、
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

①
学
業
優
秀

②
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難

③
奨
学
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
ま

た
は
そ
の
保
護
者
が
３
年
以
上
市

内
に
住
所
が
あ
る
方

●
貸
与
額
／

　

大
学
、
専
修
学
校
・
各
種
学
校
﹇
専

門
課
程
﹈
：
月
額
６
万
円

　

専
修
学
校
・
各
種
学
校
﹇
高
等
課

程
﹈
：
月
額
２
万
円

●
募
集
人
数
／
１
名
（
予
定
）

※
申
込
期
間
／
い
ず
れ
も
４
月
３
日

㈪
〜
５
月
８
日
㈪

問

申

教
育
政
策
課
（
☎
21

６
８
７
４
）

　
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

●
農
業
・
農
村
が
持
つ
国
土
保
全
、

自
然
環
境
保
全
、
景
観
形
成
等
の

機
能
を
維
持･

発
揮
す
る
た
め
の

活
動
に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。

●
対
象
活
動

　

【
農
地
維
持
支
払
】

　

・
農
地
法
面
の
草
刈
り
、
水
路
の

泥
上
げ
等

　

・
農
村
体
制
の
拡
充
・
強
化
等
、

保
全
管
理
構
想
の
作
成

　

【
資
源
向
上
支
払
（
共
同
活
動
）
】

　

・
水
路
、
農
道
、
た
め
池
の
軽
微

な
補
修

　

・
植
栽
に
よ
る
景
観
形
成
、
ビ
オ

ト
ー
プ
づ
く
り
等

　

【
資
源
向
上
支
払
（
施
設
の
長
寿

命
化
）
】

　

・
農
地
周
り
の
農
業
用
用
排
水
路
、

農
道
等
の
補
修
・
更
新

●
申
込
期
限
／
６
月
9
日
㈮

問

申

農
業
振
興
課
（
☎
21

６
５
８
２
）

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支

払
交
付
金

●
地
球
温
暖
化
防
止
や
生
物
多
様
性

保
全
等
に
効
果
の
高
い
営
農
活
動

に
取
り
組
み
、
か
つ
そ
の
取
組
を

推
進
す
る
た
め
の
活
動
（
推
進
活

動
）
を
行
う
農
業
者
団
体
に
対
し

て
、
そ
の
活
動
経
費
を
支
援
し
ま

す
。

●
対
象
活
動
／
有
機
農
業
の
実
践
ま

た
は
化
学
肥
料
・
農
薬
の
使
用
を

慣
行
の
５
割
以
上
低
減
す
る
取

組
と
合
わ
せ
て
行
う
緑
肥
の
作
付

け
、
た
い
肥
の
施
用
等
。

●
申
込
期
限
／
６
月
９
日
㈮

問

申

農
業
振
興
課
（
☎
21

６
５
８
２
）

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

交
付
金

●
農
業
生
産
条
件
が
不
利
な
状
況
に

あ
る
中
山
間
地
域
等
の
農
業
活
動

等
を
支
援
す
る
こ
と
で
地
域
農
業

が
持
つ
多
面
的
機
能
を
確
保
す
る

た
め
の
事
業
で
す
。

●
対
象
活
動
／
市
と
交
わ
す
協
定
に

基
づ
い
て
、
農
業
生
産
活
動
や
多

面
的
機
能
の
増
進
に
つ
な
が
る
活

動
を
５
年
間
継
続
し
て
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
期
限
／
６
月
９
日
㈮

問

申

農
業
振
興
課
（
☎
21

６
５
８
２
）

臨時福祉給付金（経済対策分）の申請受付が始まります。
臨時福祉給付金

（経済対策分）とは
消費税率引き上げに際し、所得の低い方に対する適切な配慮を行うため、
暫定的・臨時的な措置として実施する臨時の給付金です。

支　給　額

ひとりにつき

１５，０００円

平成28年1月1日（基準日）に出雲市の住民基本台帳に記載されている方のうち、

平成28年度分の市民税（均等割）が課税されていない方

※ただし、ご自身を(税法上）扶養している方が課税されている場合や生活保護の受給者である場合などは対象
となりません。また、支給決定までにお亡くなりの方には支給されません。

対
象

申請方法等 対象と思われる方には、3月下旬に郵便で申請書をお届けします。
申請に必要な添付書類、給付金の受け取り方法など詳しくは、市からお送
りする書類でご確認ください。

●申 請 先：「臨時福祉給付金」窓口
　　　　　　・本庁／１階 福祉推進課　・各支所／市民サービス課または市民福祉課

　　　　　　※窓口の混雑が予想されますので郵送申請にご協力ください。
●申請期間：４月３日㈪～７月７日㈮　（平日８：３０～１７：００）　※土日祝日は除く

おたずね／福祉推進課　☎２１－６６３１

広報いずも 2017.3.1721
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問 お問い合わせ先　申 お申し込み先　提 提出先　担 担当課

シ
カ
捕
獲
の
実
施

●
と
き
／
４
月
13
日
㈭
〜
６
月
30
日

㈮
●
と
こ
ろ
／
出
雲
北
山
山
地

●
内
容
／
農
作
物
等
の
被
害
防
止
お

よ
び
頭
数
管
理
の
た
め
、
猟
銃
や

わ
な
に
よ
る
シ
カ
の
捕
獲
を
行
い

ま
す
。

●
期
間
中
は
危
険
で
す
の
で
、
入
山
・

登
山
の
際
は
鈴
な
ど
音
の
鳴
る
も

の
を
身
に
付
け
、
登
山
道
か
ら
外

れ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

問

森
林
政
策
課
（
☎
21

６
２
７
９
）

イ
ノ
シ
シ
の
出
没
に
注
意

し
ま
し
ょ
う

●
近
年
、
出
雲
北
山
山
地
に
お
い
て

も
イ
ノ
シ
シ
が
出
没
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る

人
へ
の
被
害
防
止
の
た
め
、
次
の

こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
山
の
中
で
イ
ノ
シ
シ
を
目
撃
し
た

り
、
わ
な
等
に
か
か
っ
て
い
る
イ

ノ
シ
シ
と
出
会
っ
た
ら
、
近
づ
か

ず
、
静
か
に
イ
ノ
シ
シ
か
ら
見
え

な
い
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

②
人
家
近
く
の
草
む
ら
、
や
ぶ
な
ど

の
隠
れ
家
と
な
る
場
所
や
、
生
ご

み
の
放
置
が
、
イ
ノ
シ
シ
出
没
の

原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
環
境
管

理
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
も
し
、
畑
等
で
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る

被
害
が
あ
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に

被
害
防
止
対
策
（
侵
入
防
止
柵
設

置
等
）
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

問

森
林
政
策
課
（
☎
21

６
２
７
９
）

平
田
船
川
汐
止
堰
稼
動
に

伴
う
船
舶
の
航
行
規
制 

●
平
田
船
川
汐
止
堰
（
平
田
船
川
河

口
か
ら
約
７
０
０
ｍ
上
流
）
の
稼

動
に
伴
い
、
４
月
１
日
㈯
か
ら
10

月
５
日
㈭
の
間
、
船
舶
は
こ
の
汐

止
堰
を
通
過
で
き
ま
せ
ん
。

●
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問

平
田
支
所
地
域
振
興
課

　

（
☎
63

５
５
３
６
）

宍
道
湖
公
園
多
目
的
棟
の

民
間
譲
渡

●
宍
道
湖
公
園
多
目
的
棟
は
、
平
成

29

年
４
月
１
日
に
（
公
財
）
ホ
シ

ザ
キ
グ
リ
ー
ン
財
団
へ
譲
渡
し
ま

す
。
施
設
は
今
ま
で
ど
お
り
、
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問

市
民
活
動
支
援
課（
☎
21

６
５
２
８
）

　出雲警察署では、高松・長浜・神門・神西の4駐在所

を統合し、出雲西交番（所在地：神門町1393番1）を新

設しました。

出雲西交番は、

3月27日㈪ 8時30分 から業務を開始します。

出雲西交番  業務開始出雲西交番  業務開始出雲西交番  業務開始出雲西交番  業務開始

☎ ２４－１１１１

新交番位置図

河南中前交差点

至 出雲市内至 大田市 国道9号

ドラッグストア

出雲市立河南中学校

P

出雲西交番

【春の農作業安全運動】

　島根県では３月から５月まで「春の農作業安全運動」
を展開しています。

●田起こしや田植え等、これから春の農繁期を迎えるに
あたり、農作業を安全に行うために、ゆとりある作業計
画を立てましょう。

●作業を始める前には必ず機械の点検を行い、作業途
中の機械の修理・調整・給油は、必ずエンジンを止め
て行いましょう。
●作業を行う時は、周囲に人がいないことを絶えず確か
めるなど、常に安全な農作業を心掛けましょう。

おたずね／農業振興課　☎２１－６５８２

４月は『あいさつ運動強調月間』です

　出雲市青少年育成市民会議

では、学校の新学期が始まる

４月を「あいさつ運動強調月間」

としています。

　登下校する子どもたちとあいさ

つを交わすなど、地域でコミュニ

ケーションを広げましょう。

おたずね／出雲市青少年育成市民会議事務局

　　　　　（市民活動支援課内） ☎２１－６２９７

おはよう
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